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《 北米産大豆 》 

１６／１７年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が２月９日発表した、１６／１７年度の世界大豆生産・需給予測によれば、アル

ゼンチン、ボリビアの減産を反映し、生産量は前回比０.４％減の３億３，６６２万トンとな

りました。 

前回より生産高が減少したことに加え、需要がやや増加したことにより、期末在庫は前回比

２.４％減の８，０３８万トンに下方修正されました。 

  

また、同日発表された米国大豆生産・需給予測は、供給・需要いずれの数値も前回から据え

置きとなり、期末在庫も同様に据え置かれました。 

 

１６/１７年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億３，６６２万ｔ （対前年比     ７.６％増） 

消 費 量 ３億３，０７５万ｔ （対前年比     ５.０％増） 

期末在庫量 ８，０３８万ｔ   （対前年比     ４.１％増） 

期末在庫率 ２４.３％      （対前年度差 ０.２ポイント減） 

１６/１７年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億１,７２１万ｔ （対前年比     ９.７％増） 

消 費 量 ５，６０２万ｔ   （対前年比     ２.５％増） 

輸 出 量 ５，５７９万ｔ   （対前年比     ５.９％減） 

期末在庫量 １，１４４万ｔ   （対前年比   １１３.８％増） 

期末在庫率 １０.２％     （対前年度差 ５.２ポイント増） 

 

 

 

《 国産大豆 》 

〇平成２８年産国産大豆集荷見込み、１８万０，４００ｔに下方修正 

 ＪＡ全農は平成２８年産大豆の昨年１２月末現在の集荷見込みをまとめました。それによる

と、開花期以降の全国的な多雨・日照不足といった天候不順の影響が当初予想よりも大きく、

昨年１０月末時点での集荷予定数量１９万２，８００ｔに対して６％減の１８万０，４００ｔ

と下方修正となりました。また、入庫進度も全体的に平年よりも遅れているようです。 

 とりわけ、台風とそれに伴う大雨による湿害を受けた北海道は、小粒化による歩留り低下も

あり、同１０％減の５万７，９００ｔに下方修正、２７年産の集荷実績も下回る見込みとなっ

ています。同様に九州も１８％減の２万９，５００ｔとなる一方で北陸や東北では上方修正と

なっていることから、一定の集荷は確保される見込みとなっています。 
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〇平成２８年産国産大豆入札情報 

 平成２８年産国産大豆１月の入札結果が、日本特産農産物協会より発表されました。 

それによると、上場数量７，１７８トンで、落札数量が３，５６３トン、落札率は５０％と

いう結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／９，３３１円となり、前月と比較すると、

６０ｋｇ／５２３円値上がりました。 

 普通大豆の銘柄別では、１月から上場された福岡フクユタカは１万２，９５７円、佐賀フク

ユタカは１万２，８０４円と高値でのスタートとなりましたが、岐阜フクユタカは９，００４

円でした。 

また北海道とよまさりが８，６６０円と前月から２５２円下落するなど東日本の銘柄は落ち

ついた価格となりました。 

 九州産フクユタカが高値でのスタートとなり、集荷見込みも下方修正されたことで、２月以

降は更なる高値をつけることも考えられる一方で東日本の価格は落ち着いており、産地や銘柄

による格差が更に広がるのか今後の入札動向が注目されます。 

 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １６年 １２月   ５，００９ｔ    ２，０２０ｔ     ４０％  

  １７年  １月   ７，１７８ｔ    ３，５６３ｔ     ５０％ 

                                                 

    合 計   １２，１８７ｔ    ５，５８３ｔ     ４６％ 

 

 

〇西日本豆腐組合 青年部合同研修会開催 

 ２／１８（土）・１９（日）で西日本豆腐組合 青年部合同研修会が開催されました。 

九州・福井・岡山・愛知・京都・奈良などから総勢 35 名ほど集結し、豆腐の試食会や勉強会

が行われました。勉強会では、三倉産業㈱『流通の改善がもたらすメリットとは』、古川農業

試験場『宮城県の大豆栽培と豆腐に適した大豆について』、とうふプロジェクトジャパン㈱『と

うふの表示に関する公正競争規約～その目的と意義について～』が講演され、質疑応答で多く

の意見交換があり、意義ある勉強会となりました。 

 


